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接続助詞化した

r-うえで」形式の意味・機能

方允畑

1. はじめに

現代日本語の「うえJは、「空間を表す形式名調」として働くのが基本的

な用法である。「上から塩を振り掛けるjのように、単独の形で使用される

場合もあるが、「机の上に本を置くJのように、ノ格の名詞と組み合わさっ

て、その具体名詞を基準にした空間的な位置関係を表す場合の方が多い。

形式名詞の場合は「机の上をJf机の上にJf机の上でJf机の上からJのよ

うに、格体系が揃っている。

ノ格の名調の意味が抽象化するにつれて「うえjの特定の格の用法が特

殊化し、〈後置調〉化していく場合がある1)。この場合は、「実生活の上で苦

労するH十二人の人質のうえに、六億立方メートルのダムの水までを彼ら

は手中に握っているJf住所・氏名・年齢をご記入の上、お送り下さい」の

ように、 f-のうえでJf-のうえにJf-のうえJの形に限定される。ただ

し、 f-のうえからJも少数ではあるが出現する。

また、動調や形容調に接続して、〈接続助詞〉化していく場合もある。こ

の場合でも、〈後置詞〉化の場合と同様に、 fA案を修正した上で採用するJ

「疲労と栄養不足が重なった上に、精神的なショックで昏睡状態になったJ

f本人の承諾を得たうえ、その全文を紹介する」のように、「ーうえでJfーう

えにJf-うえJの形に限定される。ただし、 f-うえから」も少数出現す
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る。これらは、形式的な観点から言うと、次のように分けられる。まずr-う

えで」は動調のシタ形式に接続する「シタうえでjと動詞のスル形式に接

続する「スルうえでjがあり、「シタうえで」は fシタうえJの形でも用い

られる。次に、 r-うえに」は動調・形容調・名詞述語に接続するが、 r-う

え」の形でも用いられる。

本稿では〈接続助詞〉化したr-うえでjについて分析する。まず、「ーう
えでJ形式についての重要な先行研究としては、森田 (1980)と田中 (2004)

がある。

森田(1980)は、「うえ」の意味の全体を詳しく記述している。空間的用

法と非空間的用法とを分けて記述しているが、非空間的用法については、

rr上Jが“ある事物がすでにあるのに、それに重ねて"の意を持つところ
から、ある状態がすでにあることを前提として、そのうえでさらに別の事

柄を考えていく気持ちのとき「上Jを使うJとしている。詳しい意味記述

がなされているが、具体的な従属文(あるいは従属句)と主文の特徴につ

いては言及していない。

田中 (2004)は、接続助詞化した「うえにJrうえでJrうえは」につい
て、それぞれの意味と機能を、他の類似的表現との比較検討を行ないなが

ら考察している。「うえでJについては、大きく動作・行為の「時間的前後

関係」を表す用法と「方面・媒介Jを表す用法との二つに分けて記述して

いる。主要な点をまとめると以下のようになる。

a. r時間的前後関係」を表す用法:ある一次的な動作・行為が完結、
完了したあとに、それをふまえた二次的な動作・行為が時をおかずして

継起する状況を周到に、あるいは確認的に説明した言い方。動詞のタ形

に後続するという点でも「あとにJに類似しているが、単に動作行為の

前後関係、継起をあらわすのではなく、ある完結した行為の遂行にあた
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つてのある種の処理、手続きの要請を示唆する点において、特徴がある。

「ウエデJの前後に位置する内容については見越し、ないし、相補的な

価値判断が常に介在する。「テカラJrアトデjと比べて明らかに意図
的、準備的な事態遂行に際しての熟慮がなされている。こうした特徴か

ら<ウエデ>は時事的な報道文にあらわれることが多く、 r-をふまえ
てJr-にもとづ、いてJr-をうけてJなどの動詞派生の後置調と同じよ
うに、前件と後件の必然的関連、事態の累積性が見出される。

b. r方面・媒介Jを表す用法:英語では asfar as...， be concerned. 
のように、関連する方面や場合を表す言い方で、 r-において」に言い換
えられる。「ウエデ」の前接部分には動詞文がきて、後件の述語成分には

「重要だJr役に立つJr参考になるJなどの見込み上の価値判断があら
わされる。「ウエデモJrウエカラモ」などのように取り立てが可能で、
目的をあらわす附帯状況としても認識される。前接部分は基本形(ル形)

を原則とする。

田中の研究においては、 r-うえでJはa.とb.のような 2つの用法を有
しており、その2つの用法では従属文と主文の述語の形やタイプが異なる

ことが指摘されていて、重要である。

以上のような先行研究を踏まえながら、本稿では、〈接続助詞〉化した

r-うえで」形式の意味・機能について、「シタうえでJ、「スルうえでJの
順に記述していきたい。

2. rシタうえでj形式

形式面からみて、この場合の特徴は、下記の3点である2)。従って、「政

府はCO2排出総量を決めた上で、排出許可証を発行した」とは言えても、

rco2排出総量が決まった上で、政府は排出許可証を発行したjとは言え

ないのである。このような特徴は、後述の「スルうえで」の場合には見ら
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れない。

① 主文の述語は、基本的にく意志動詞〉である。

②従属文の述語も、基本的にく意志動調〉である。

③ 主文と従属文の〈主体〉は、同一である。

意味・機能上は、下記に示すような2つのパターンがある (2.1、2.2)。

両者は「従属文の動詞が、主文の述語が表す動作にとって、〈前提条件〉と

なる動作を表す」点で共通しているが、従属文が表す動作が主文の動作に

時間的に先行しているか否かによって、大きく 2つのパターンに分かれる

ようである。

2.1 <前提条件〉となる動作が時間的に先行している場合

このパターンは、従属文が表す動作が時間的に先行していることが、主

文の意志的動作の遂行にとって前提となることを表している。

1)出火場所周辺の燃え殻という燃え殻を、大きさで分類し、一見した

だけでは判別がつかないような細かいものに至るまで、全てを集め

た上で、滝沢たちは、ょうやく昼過ぎに署に戻った。(牙:46) 

2)講演の中では、ここで述べた内容を紹介した上で、俳句もしくは三

行詩を創作する課題を課した。(プロ:94) 

3)虹に限らず、そもそも辞書に見られる語葉の記述とは、辞書の編集

にたずさわる人々が、いろいろな言語資料を直接に検討した上で、

自分たちの考えをまとめたものを書くのが、本来のあり方というも

のであろう。(日本語:71) 

4)計算を間違えました、と報告して、しっかりしろよと苦笑まじりの

忠告を受けたけれど、心配したほどの叱られ方はしなかった。上司

にしてもそれぞれ書類に目を通した上で捺印しているのだから、ミ
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スを見逃した責任を感じていたのかもしれない。(働く)

5)複雑な成育史から内攻的な分裂気質をもった彼が、失恋のショック

などで心因反応を時々起したことは事実としても、遊興費のための

使いこみに困って、共犯の麻雀仲間二人と手はずまで打合せた上で

殺害したという合目的な彼の犯罪を、分裂病のせいにすることは、

どだい無理なことであった。(犯罪)

次の例のように「まずJrさきにJrあらかじめJなどのような副詞と共
起して、意志的動作の順序を明示する場合もある。

6) この本では、このような最近の進化論の現状をくわしく説明したい

と，思っている。まずダーウィン進化論と、その流れを正統的に継示

した総合進化説を解説したうえで、中立進化説、連続共生説、ウイ

ルス進化説といったまったく新しいタイプの進化説を紹介しよう。

(進化論)

7)先に主治医のもとを訪ね、面接の許可をとった上で一人一人から事

情を聴取したが、彼らはだいたい似たようなことしか言わなかった。

(牙:69) 

8)もっとも、そうした事態の到来を予め見越した上で、計画期間末に

大儲けすることをねらって、初期の段階から排出削減に努める国も

あるはずである。(地球:188) 

文体差を別にすれば、上記の1)-8)の例は、「シテカラjに言い換えられ

る。「シテカラ」について、言語学研究会・構文論グループ (1988a)は、

「先行性Jの関係を表現しているものと、時間・状況的な関係を表現して

いるものとの 2つに分けて記述している。主文の述語の出来事が動作であ

る場合は「先行性」の関係を表現するが、「ある一つの出来事は、もう一つ
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の、他の出来事が先行しているという条件のもとで、実現するとすれば、

先行する出来事はなんらかの意味で、後続する出来事を条件づけているJ

としている。

ただし、「シテカラ」は、〈主体〉が同一である必要がないので、同一主

体の場合に限って、どちらを使用してもいいという場合が起こるのである。

また、「シタうえでJのほうが、「シテカラJよりも、〈前提条件〉であるこ

とを明示することになると思われる。次の例のような場合は、「シテカラJ

よりも「シタうえで」の方が適切だろう。

9)中用量ピルを使つての緊急避妊法(モーニングアフターピル)まで

紹介し、小田先生は、「多様な避妊法を知った上で、自分は何を選択

するのか考えましょうJと、授業を締めくくった。(アエラ2001.11.

5 : 42) 

10)そのような従来の歴史学のあり方を全面的に批判した上で、上原教

授は新しい歴史学のあり方を講義されたのである。(学問:57) 

一方、「シタあと(で)Jは、時間関係のみであって、〈前提条件〉といっ

たような条件付けの関係は表していない。「シタうえでJとは違って、従属

文の述語と主文の述語は〈意志動調〉に限定されず(例11)、また、「シテ

カラJと同様に、従属文と主文の〈主体〉は同一である必要がない(例12)。

11)タケの花が咲いた後、米粒よりぽっくりと太った栄養たっぷりの種

子が、たくさん、イネの穂のように実る。(つぽみ:95) 

12)大城が出ていった後、私はクーラーを停めた。(銀行:288) 

2.2 <前提条件〉を表す場合

このパターンは、従属文の動作と主文の動作との時間的前後関係ではな
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く、従属文の動作が主文の動作の〈前提条件〉であることを表している。

r-を踏まえたうえで」、 r-を考慮に入れた上でJ、r-を前提としたうえ
でJ、「ーを計算に入れたうえでJ、r-を仮定した上でJなどのように、具
体的動作ではないことが特徴である。この場合は「シテカラJに言い換え

ることができない。

13)この原則をふまえたうえで、これを現代社会の複雑な取引社会の実

態に適合的な法律論として論理的に構成し直すことが必要となって

いる。(法:49) 

14) したがって、日本人の社会生活のあり方として、いかなる人の場合

も、なんらかの小集団的世界をもっているのが常で、それが欠くこ

とのできない重要性をもっている、そこで、これらの具体的なケー

スにみられるバリエーションを考慮にいれたうえで、本論では小集

団所属が明確な場合を典型として論をすすめているのである。(力

学)

15)これに対し、官僚(企業ジュリストを含む)の法律学は、他者の決

定した結論を前提としたうえで、その結論の法律適合性を論理的に

正当化するための技術である(これを官僚法学という)0 (どう:113) 

16)ダムは重力式、アーチ式の種類を問わず、壁面にかかる湖水の途方

もない重量を計算に入れたうえで、充分な強度が得られるように設

言十されている。(ホワイト:188) 

3. rスルうえでj形式

この形式の場合は、「シタうえでjの場合と違って、次のような特徴を持

て〉。

① 主文の述語は、<評価>に関わる形容詞述語が中心である。
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②従属文の述語は、〈意志動詞〉が中心である3)。

③ 主文の述語が評価形容詞であることと関わって、「スルうえで」は、

〈評価の側面・観点・基準〉を表す。

述語の意味的なタイプは下記のように分類できる (a.-e.)。形式上は、

動詞や名詞あるいはモダリティー形式であっても、意味的には、評価に関

わる形容詞文に近いことに注意しなければならない。厳密な分類とは言い

難いが、量的に多く見られたタイプから提示していくことにする。

a. r必要だ」系のタイプ
. r必要(不可欠)だJr必須だJr-しなければならないJr-しなくて
はならないJr欠かせないJr見逃せない」

17)第二に、しぐさの研究こそは、わが国の文化を理解するうえで、言

語の研究と同様、もしくはそれ以上に必要であることを示唆してい

る点である。(まなざし)

18)道徳とは、簡単に言えば、人聞が生きてゆくうえで守らねばならな

い規則の総体である。(子ども:167) 

19) 自己資本によるか、外部資本によるかを問わず、資本形成は国や社

会を建設していく上で欠かせない。(プロ:41) 

b. r重要だj系のタイプ
. r重要だJr重要なことだJr重要なポイントだJr重要な意味(機能)
をもっJr重要な材料(手がかり)となるJr大切だJr大切なことだJ
(r大切な研究(問題)だJr貴重だJr鍵を握っているJr大きい価値
をもっているJ

20)このように、形とか内容は同じであっても、その仕方、運ぴ方が違
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うということは、社会の質を知る上でたいへん重要なのである。(タ

テ)

21) リーは証拠物件の管理連鎖をしっかりと記録し保存することは、分

析結果の科学的合理性とともに、鑑定の品質を保証するうえで大切

であると、いつも主張していた。(捜査:94) 

22)これは中世ヨーロッパの人々の世界観、宗教観を知る上で貴重であ

る。(プロ:54) 

23)裁判規範というレベルでも、今後の裁判例でしだいに具体化するで

あろうが、裁判官の決定を動かしてゆくうえでも、消費者運動や世

論の高まりが鍵をにぎっている。(どう:59) 

24)一見、負の価値のように見えるものが、実は個性を伸ばすうえで、

大きい価値をもっていることもあるのだ。(子ども:41) 

c. i効果的だ」系のタイプ

. i効果的だJi役立つJi有効だJi有利だJi有意義だJi示唆的だJi示

唆に富んでいる」

25)すでに白鳥岳や八ヶ丘に登っていたというから、山についても先駆

者の一人といえるが、彼の存在は山岳会の社会的信用を高めるうえ

でたいへん効果的であった。(登山:138) 

26)私も患者として、無影燈の下で手術を受ける立場にあった経験が、

麻酔科医としての医療を行っていく上で随分と役にたった、と実感

している。(麻酔:230) 

2η これを基にして、効果的な教授法が考え出されたり、発達の段階が

設定されたりすることは、子どもを全体として捉え、それにいかに

教えるかを考えるうえで、相当に有効である。しかし、これをもっ
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てすべてであるとは考えないことが大切だ。(子ども:50) 

28)これは、群のなかの権力闘争をめぐる社会的関係の複雑さによって、

大脳新皮質が発達したという仮説だ。同じ群のなかの他者がどう行

動するかを予測し、それに応じて適切に行動すれば、食物や異性を

獲得する上で有利になる。 (IT:114) 

29)これは裁判の市民的すそ野を拡げる上で非常に有意義な運動である

が、それにしても、民衆の住む近いところに裁判所が存在していな

ければ傍聴もできない。(どう:130) 

30)それにもかかわらず、この西田の「無の場所」という考え方が、実

は同時にわが国の伝統的な神々のあり方を考えるうえでも、きわめ

て示唆的ではないかと私は思う。(仏)

31)このようなエタックという名の航海術は、現代ならびに近未来の情

報社会を考える上で示唆に富んでいる。(プロ:57) 

d. r難しいj系のタイプ
. r難しいJr難関だJr問題があるJ

32) r同じアジア人だ」などというが、日本人にとって仕事をしていくう
えで、特にはじめの段階で適応がむずかしいのは欧米よりもアジア

諸国である。(適応)

33)雇用の調整は構造改革を推進するうえで最大の難関であるが、必要

なことは、経済全体として雇用を確保することである。(日本経済:

154) 

34)歴史的風土や文化遺産を守るうえで，どのような問題があるか考え

ょう。(地理)
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e. r制約がある」系のタイプ4)
. r制約条件があるJrいろい弓な規則がある」

35)プロジェクトを進める上ではさまざまな制約条件がある。(プロ:

112) 

36)インドでは、家族生活をするつえで、その成員、個々人の地住によ

って、ずいぶんいろいろな規則があるが(たとえば、妻は夫の兄・

父に対しては直接顔を見せたり、話をしてはいけないというよう

な)、それらはみな個々人の行動に関するものであり、またその規則

は各家によって異なるものではなく、社会全体(詳細には各カース

ト成員間)に共通するものである。(タテ)

以上の例から分かるように、この形式は、 rAは (B(スル)うえで)CJ 

という構造をなしている点が特徴的である。この場合、 Bは、 rAがCであ

るJという評価に対するく評価の側面・観点・基準〉を表す。例えば、「証

拠物件の管理連鎖をしっかりと記録し保存することは、鑑定の品質を保証

するうえで大切であるjのような構造が考えられる。「証拠物件の管理連鎖

をしっかりと記録し保存すること (A)Jについて、「大切である (C)Jと

いう評価を下しているのであるが、それは「鑑定の品質を保証する (B)J 

という側面・観点・基準においてであるという意味を表しているのである。

これは「スルうえでJ形式の特徴であり、「シタうえでJ形式には見られな

し、。

なお、主文の述語が、上述の a.r必要だJ系のタイプの場合には、 r-タ
メ(ニ)Jと言い換えられる。この点に関連して、黄 (2000)は、〈接続助

言司〉化した r-タメ(ニ)Jの用法のうち、主文の述語が評価を表す場合に
は、単なる目的ではなく評価基準の意味が付け加わると指摘している(例

37)。この点についての具体的な分析は今後の課題である。
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37) r僕の言う意味はね、いい作品を書くためにああいう生活が必要だっ
たのじゃなく、どんな生活からでも、真にすぐれた作品を書き得る

ということさ。(草の花)J

4. まとめと今後の課題

4.1 まとめ

以上、本稿で述べてきたことをまとめると、次のようになる。

① 空間を表す形式名詞が〈接続助詞〉化した r-うえでJ形式では、
従属文の述語は動詞のシタ形式、スル形式に限定されている。

② 「シタうえで」形式は、主文が表す意志的動作の〈前提条件〉を表

し、「スルうえでJ形式は、主文が表す評価に対するく評価の側面・観

点・基準〉を表す。

③ 「シタうえでJ形式と「スルうえで」形式に関する従来の研究では、

継起関係か同時関係かという時間的側面が取り上げられることが多か

ったが、継起関係を表すのは、「シタあと(で)Jと「シテカラ」のよ

うな形式である5)。このような形式との関係上、「シタうえで」は、む

しろく前提条件〉という条件付けの関係が強調されていると思われる。

また、「スルうえでj形式は、主文が評価に関わっていることから、時

間性は持たない。

4.2 今後の課題

最後に今後の課題を挙げる。

① 空間を表す形式名詞「うえ」の本来的意味が、文法化にあたって、

どのような漸次的フ。ロセスを経て、以上のような文法的意味・機能を

持つようになったかを、精密に記述していく必要がある。

② その場合、出発点的な「うえJの意味のどの側面が漂白され、どの
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側面が保持されているかを取り出しながら、分析していくことが必要

である。

③ 本稿で扱った「シタうえでJと「スルうえでjについては、〈後置詞〉

化の場合も視野に入れて、より総合的に分析していくことが必要であ

注

る。

1) <後置調>について、鈴木(1972)は「単独では文の部分とはならず、

名調の格の形(およびその他の単語の名調相当の形式)とくみあわさって、

その名調の他の単語に対する関係をあらわすために発達した補助的な単

語であるjと定義している。

2) 次のように、主文の述語が無意志動詞である例が確認された。このよう

な用例の位置づけについては、今後、より詳細に見ていきたい。

. r冬の寒さを感じるという条件を満たした上で起こるのだ。(つぽみ:
69)J 

3) 従属文の述語は基本的に意志動調であるが、無意志動調の場合も 1例だ

け確認された。意志的動きに近いものとみなすことができるかも知れな

L、。
. rミミズはポロポロになった枯葉や雑草などの有機物を、土とともに
食べて生きている。ミミズの体中を通過したそれらのものは、食物が

育つ上で、とても良質な物質となって、地上に蓄積されていく。(み

みず)J

4) この他に、以下に示すような、 a.-e.のタイプに入らない例が確認され

た。

・「視線を合わすということは、わたしたちが人間関係を結ぶうえで、

もっとも基本的なしぐさのひとつであろう。(まなざし)J

. rこうした社会的責務を十分に果たしていくうえでJ信用を重んじ堅
実を旨とする経営Jは、どのような時代においても銀行経営の原点で

あると考えます。(企業)J

・「しかし、本論で問題とする集団構造の見地からみると、そうした政

治的・歴史的背景の相違にもかかわらず、株仲間の構造は中国のギル

ドと比較しうるものであり、日本社会における集団構造を考察するう

えで、興味ある諸相を提供してくれるものである。(人類:284) J 
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. r下位集団とは、個人が生きていくうえで最も関心があり、直接の利
害関係があり、信頼すべき人々を見出せる範囲ともいえよう。(人類:

60)J 

5) 砂川 (2000)は、「スルうえでJ形式について、「パソコンを買う上で注
意しなければならないことは何ですかJのような例を挙げ、時間的には
同時点を、意味的には累加や必然性を表すとしている。しかし、主文の述

語のタイプから言って、「シタうえでJは「以降」、「スルうえでJは「同
時点」を表すといったような時間的側面を取り上げた分析ではなく、〈評

価の側面・観点・基準〉といった分析の方が適切であると息われる。
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SUMMARY 

The Meanings and Functions of "-uede" as a Conjunctive Particle 
Yoonhyung BAHNG 

"-uede" appears with only two verb forms: "shita" and "suru". It 
has been pointed out in previous studies that "-uede" has two distinct 
meanings and functions and that the type of the predicate of the subor­
dinate clause and main clause differs accordingly. In this paper, I 
would like to observe how "shita-uede" and "suru-uede" serves in 
greater detaiL 

Firstly, "shita-uede~' has the following three characteristics: (1) 
The predicate of the main clause is basically a "volitional verb", (2) 
The predicate of the subordinate clause is basically a "volitional verb", 
(3) The main clause and the subordinate clause have the same "agent". 
The verb of the subordinate clause works as "zentei-joken" [prerequi­
site] to the action in the main clause. "shita-uede" demonstrates two 
patterns of the subordinate clause and main clause actions: in one pat­
tern the action in the subordinate clause procedes that in main clause 
as "zentei-joken", and in the other pattern the action in the subordinate 
clause simply works as "zentei-joken" indifferent to temporal order. 

Secondly, "suru-uede" has two characteristics: (1) The predicate 
of the main clause is mainly an adjective concerned with evaluation, 
(2) The predicate of the subordinate clause is mainly a "volitional 
verb". Therefore, "suru-uede" serves as "hyoka no sokumen, kanten, 
kijun"[the perspective and the norm of evaluation]. 

Although there have been a lot of studies of "-uede" with a focus 
on temporal relations, we have seen that "shita-uede" rather represents 
"zentei-joken" and that "suru-uede" conveys no temporal relations since 
the main clause predicate is limited to that concerning evaluation. 

::r- '7- t: : tU)'tll}J~liJ. fitrt!~itf, Wl!{i!li(J){j(l]oo • -llt'i':i: • ~$. Jljt,iJJ~lil. 
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